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　上月小学校の３年生は、山下文彦さん ( 上
上月 ) からいちごの苗をいただいて、一人一
鉢ずつ自分のいちごを栽培しました。毎日の
成長を気にかけて観察したので、どんなふう
にいちごになっていくのかがよく分かりまし
た。おいしいいちごが、たくさんできました。

（平成 26 年 5 月撮影）



農
業
生
産
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る

状
況
の
中
、
こ
の
度
の
改
選
で
委
員
20

人
に
よ
る
第
１
１
６
回
佐
用
町
農
業
委

員
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

新
体
制
を
も
っ
て
、
今
後
の
任
期
３

年
間
い
ろ
い
ろ
と
変
化
す
る
農
業
情
勢

に
対
応
す
べ
く
、
努
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
８
月
の
台
風
９
号
に
よ
る

本
町
の
大
災
害
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
大
惨
事
で
あ
り
ま
し
た
。
行
政
は
、

こ
の
被
災
を
復
旧
・
復
興
計
画
に
基
づ

き
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
平
成
27
年
度
末
の
完
了
を
目
指
し
、

農
地
に
も
関
連
す
る
河
川
改
修
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

農
地
は
大
切
な
資
産
で
あ
り
、
農
業

を
守
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
中
山
間
地
域
の
辺
地
で

は
集
落
内
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
な

ど
で
農
業
の
衰
退
が
進
む
一
方
、
有
害

鳥
獣
被
害
が
拡
大
し
、
優
良
農
地
が
遊

休
農
地
と
な
り
、
さ
ら
に
耕
作
放
棄
田

で
従
前
の
農
地
が
農
地
で
な
く
な
っ
て

い
る
現
実
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
農
地

は
食
生
活
の
上
で
重
要
な
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
水
害
を
防
ぐ
保
水
能
力
や

生
態
環
境
、
景
観
形
成
と
い
っ
た
面
に

お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、
農
地

は
限
り
あ
る
か
け
が
い
の
な
い
資
源
だ

と
い
え
ま
す
。

田
畑
は
一
度
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
耕

作
で
き
る
元
の
状
態
に
戻
す
た
め
に
は

大
変
な
手
間
と
労
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
大
切
な
農
地
を
、
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
農
地
を
有
効

に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

所
有
者
と
耕
作
者
が
農
地
を
守
る

平
成
21
年
12
月
に
農
地
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
と
な
る
内
容

は
『
耕
作
者
に
よ
る
所
有
』
か
ら
『
農

地
の
有
効
的
な
利
用
の
促
進
』
を
図
り
、

さ
ら
に
『
農
地
の
権
利
を
有
す
る
者
の

適
正
な
利
用
』
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

１　

農
地
の
減
少
を
食
い
止
め
、
農
地

の
確
保
を
図
る

２　

農
地
を
貸
し
や
す
く
、
借
り
や
す

く
す
る

３　

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図
る　

な
ど

続
い
て
平
成
24
年
度
か
ら
集
落
や

地
域
で
の
話
し
合
い
に
基
づ
く
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
が
ス
タ
ー
ト
し
、

地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地

の
集
積
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
、
さ
ら

に
は
平
成
25
年
12
月
に
「
農
地
中
間
管

理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
成

立
し
、
中
間
管
理
機
構
の
活
用
な
ど
に

よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約

化
、
優
良
農
地
の
確
保
及
び
、
保
全
と

有
効
利
用
な
ど
で
良
好
な
生
産
環
境
の

確
保
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

と
も
な
っ
て
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
経

営
基
盤
の
確
立
・
強
化
す
る
こ
と
が
一

層
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営
農

組
織
を
核
と
し
て
、
兼
業
農
家
・
高
齢

農
家
が
望
ま
し
い
地
域
農
業
の
実
現
に

向
け
て
、
相
互
の
役
割
分
担
を
図
り
な

が
ら
地
域
農
業
の
再
編
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
地

法
で
は
、
農
地
の
権
利
移
転
関
係
と
農

地
か
ら
他
の
地
目
へ
の
転
用
の
手
続
き

が
あ
り
ま
す
が
、
無
断
転
用
な
ど
は
厳

し
く
規
制
し
た
改
正
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
食
料
の
安
定
供

給
の
確
保
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
組
織
は
行
政
機
関
で

あ
り
な
が
ら
、
町
か
ら
独
立
し
た
機
関

で
あ
る
ゆ
え
に
農
業
に
関
す
る
行
政
委

員
会
と
し
て
設
置
さ
れ
、
農
地
の
保
全
、

担
い
手
農
家
の
促
進
、
ま
た
農
業
振
興

の
推
進
の
事
項
に
つ
い
て
町
に
対
し
要

望
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
責
務
と
さ

れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
委
員
会
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐用町農業委員会
    会 長     祖 開 正 平

①祖 開 正 平
②上月 89 番地
③ 86-0726
④ 目 高 , 寄 延 , 仁 位 ,
早瀬１, 早瀬２, 上上月 ,
中上月 , 下上月 , 金屋

①腰 前 正 好
②東徳久 751 番地
③ 78-1589
④南光 , 三日月地域

①萩 原 英 雄
②平福 691 番地 1
③ 83-2570
④庵 , 平福 , 延吉

①大 須 賀  需
②口長谷 509 番地
③ 83-2822
④口金近 , 奥金近 , 口
長 谷 , 奥 長 谷 , 宗 行 ,
横坂

①谷 本 耕 造
②佐用 481 番地 2
③ 82-3600
④円応寺 , 大願寺 , 山田 , 西
山 , 山 王 , 上 長 尾 , 下 長 尾 ,
五反田 , 本位田甲 , 本位田乙

①高 見 重 嘉
②久崎 143 番地
③ 88-0115
④西新宿 , 大日山 , 円
光寺 , 下秋里 , 上秋里 ,
久崎

①祐 保 俊 彦
②西大畠 1752 番地
③ 86-0048
④西大畠 , 小日山 , 力
万 , 須安 , 宇根

①田 中 博 文
②下石井 1347 番地
③ 85-0451
④若洲 , 奥海 , 水根 , 青木 ,
上石井 , 峠 , 中土居 , 大船 ,
中ノ原 , 海内 , 桑野

①小 原 孝 文
②佐用 1576 番地
③ 82-2083
④ 新 町 , 栄 町 , 駅 前 , 秀 谷 ,
吉福 , 上町 , 中町 , 川原町 , 真
盛 , 柴谷 , 山脇 , 山平 , 大坪

①福 田 範 康
②福沢 1136 番地 3
③ 84-0838
④ 西 河 内 , 甲 大 木 谷 ,
乙大木谷 , 仁方 , 福沢

①中 尾 正 俊
②下徳久 1013 番地 8
③ 78-0789
④ 下 徳 久（ 上 , 下 ）,
林崎 , 東徳久 , 西徳久 ,
平松

①森 崎 文 和
②米田 368 番地
③ 78-0076
④多賀 , 中島 , 米田 , 安
川 , 小山 , 土井 , 宝蔵寺 ,
下徳久の一部

①阿 曽 則 康
②下三河 79 番地 3
③ 77-0338
④漆野 , 西下野 , 下三
河 , 中 三 河 , 上 三 河 ,
河崎 , 船越

①保 田    實
②皆田 281 番地
③ 87-0151
④田和 , 才金 , 金子 , 桜
山 , 本郷 , 大垣内 , 皆田 ,
福吉 , 南中山 , 来見

①長 田 政 俊
②櫛田 1243 番地 17
③ 88-1280
④家内 , 櫛田 , 小赤松 ,
大酒

①森 崎 祐 輔
②米田 309 番地 1
③ 78-0223
④佐用 , 上月地域

①大久保八郎
②三日月 488 番地
③ 79-2535
④茶屋 , 三日月 , 湯小 ,
中 村 , 仁 増 , 鎌 倉 , 大
内谷 , 添谷

①岡 本 一 良
②豊福 33 番地
③ 84-0107
④末包 , 東中山 , 大畠 ,
豊福 , 平谷 , 淀

①森 林   茂
②三日月 1231 番地
③ 79-2008
④真宗 , 志文 , 春哉 , 徳
平 , 乃 井 野 , 西 市 , 田
此

①秋 田 洋 三
②末広 357 番地
③ 79-3346
④新宿 , 島脇 , 久保 , 広
山 , 弦谷 , 三原 , 三ツ尾 ,
東大畑 , 西大畑

佐
用
町
農
業
委
員

農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。
委
員
と

担
当
地
区
は
次
の
通
り
で
す
。

①
氏
名　

②
住
所　

③
電
話
番
号　

④
担
当
地
区

※
議
席
順
で
掲
載

現状の農業を想う

3 のうせい佐用・ちくさ川 2のうせい佐用・ちくさ川
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農業委員会からの
お知らせ

information
問℡ 82-0667

編
集
後
記

　
　

棚
田
に
早
苗
が
植
え
ら
れ
日
本

の
田
園
風
景
の
一
番
美
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
『
ち
く
さ
川
』
は
、
今
号

か
ら
新
し
い
委
員
が
編
集
し
ま

す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
ま
で

同
様
、
町
内
の
農
業
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
か
た
を
積

極
的
に
取
材
し
皆
様
に
お
届
け
す

る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

編
集
委
員　

祐
保　

俊
彦

農
業
者
年
金
『
現
況
届
』

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

現
況
届
は
、
毎
年
、
年
金
を
受
給
す
る

た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

　

農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
や
特
例

付
加
年
金
・
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給
し

て
い
る
か
た
は
、
現
況
届
を
農
業
委
員
会

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
現
況
届
が
届
く
時
期
は

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
末
頃
に
直
接

受
給
者
ご
本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◦
現
況
届
の
提
出
時
期
は

　

現
況
届
は
、
６
月
30
日
㊋
ま
で
に
農
業

委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
る
と
・
・
・

　

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
き
は
、
11
月

か
ら
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

年
金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
経
営
移
譲
年
金
・
特
例
付
加
年
金
を

受
給
し
て
い
る
か
た

　

受
給
者
本
人
が
、
農
地
な
ど
を
取
得
す

る
な
ど
し
て
農
業
を
再
開
し
て
い
な
い
こ

と（
初
め
て
現
況
届
を
提
出
す
る
場
合
は
、

農
業
所
得
の
申
告
な
ど
の
諸
名
義
が
経
営

移
譲
（
経
営
継
承
）
の
相
手
方
に
変
更
し

て
い
る
こ
と
）な
ど
を
お
確
か
め
の
う
え
、

現
況
届
に
署
名
・
記
入
し
て
６
月
30
日
㊋

ま
で
に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
、
内
容
の

確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
停
止
事
由
に
つ
い
て
は
、
現
況
届

の
裏
面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る

か
た

　

受
給
者
本
人
が
、
現
況
届
に
署
名
・
記

入
し
て
、
６
月
30
日
㊋
ま
で
に
農
業
委
員

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
（
注
）
現
況
届
を
受
給
者
本
人
が
署
名
・

記
入
で
き
な
い
場
合
は
、
家
族
な
ど
の
代

理
人
が
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。そ
の
場
合
、

代
理
人
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
も
併

せ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
佐
用
町
農
業
委
員
会

　

☎
82
・
０
６
６
７

　

農
業
者
年
金
基
金

　

☎
０
３
・
３
５
０
２
・
３
９
４
２

◆
農
業
委
員
会
総
会
は

　
原
則
と
し
て
、
毎
月
20
日
で
す

許
可
申
請
締
切
日

◆
農
地
に
関
す
る
許
可
申
請
の
締
め
切

り
は
、
毎
月
末
で
す
。
６
月
の
委
員
会

分
に
つ
い
て
は
、
５
月
29
日
㊎
が
締
切

日
で
す
。

全
国
農
業
新
聞

　

農
業
者
の
視
点
で
農
業
者
年
金
を

は
じ
め
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
。

◦
発
行
日　

毎
週
金
曜
日(

月
４
回)

◦
購
読
料　

月
額
７
０
０
円(

税
込)

◦
発
行
元　

全
国
農
業
会
議
所

◦
申
込
先　

佐
用
町
農
業
委
員
会

問
佐
用
町
農
業
委
員
会

　

☎
82
・
０
６
６
７

農
地
に
関
す
る
ご
相
談

農
地
の
貸
し
借
り
や
農
地
を
宅
地
に

転
用
す
る
な
ど
、
農
地
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
ご
相
談
は
、
お
気
軽
に
農

業
委
員
か
農
業
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
佐
用
町
農
業
委
員
会

　
☎
82
・
０
６
６
７


